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   Ｇ０１Ｃ  19/72     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/032    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/024    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｃ  19/72    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   6/20    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月26日(2012.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学ジャイロであって、前記光学ジャイロは、
　光ビームを逆の伝播方向に循環させるように構成された、第１および第２の端部を有す
る光ファイバコイル（３０５、３１０、６６１）を含む環状共振器（３００、４００、５
００、６００）と、
　１つまたは２つの入力結合光学素子（３０１、３０３、４４１）と、を有し、前記入力
結合光学素子（３０１、３０３、４４１）は、
　２つの入力光ビーム（３２１、３２３）を受け取り、
　前記２つの入力光ビーム（３２１、３２３）の大部分を前記環状共振器（３００、４０
０、５００、６００）内で逆の伝播方向に伝送し、各前記入力光ビーム（３２１、３２３
）の大部分が前記光ファイバコイル（３０５、３１０、６６１）の前記第１および第２の
端部のうちの一方に入る、ように構成され、
　前記光学ジャイロは単一出力結合光学素子（３０２、４４２）を有し、前記単一出力結
合光学素子（３０２、４４２）は、
　前記循環する光ビームの大部分を、前記１つまたは２つの入力結合光学素子（３０１、
３０３、４４１）を介して前記環状共振器（３００、４００、５００、６００）の前記逆
の伝播方向へ誘導し、
　前記循環する光ビームの伝送成分が前記単一出力結合光学素子を通るように伝送し、前
記伝送成分が前記逆の伝播ビームのそれぞれに対する光検出器（３１１、３１２）に入射
する、ように構成され、
　前記１つまたは２つの入力結合光学素子（３０１、３０３、４４１）は、前記単一出力
結合光学素子（３０２、４４２）に対称に整合される、光学ジャイロ。
【請求項２】
　偏光素子（３０４、３０６、４３０、４３１、５５１、６６１）をさらに備える、請求
項１に記載の光学ジャイロ。
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【請求項３】
　光学ジャイロを動作させる方法であって、
　１つまたは２つの入力結合光学素子（３０１、３０３、４４１）で２つの入力光ビーム
（３２１、３２３）を受け取るステップと、
　前記２つの入力光ビーム（３２１、３２３）の大部分を、第１および第２の端部を有す
る光ファイバコイル（３０５、３１０、６６１）をもつ環状共振器（３００、４００、５
００、６００）内で逆の伝播方向に伝送するステップであって、前記入力光ビーム（３２
１、３２３）の前記大部分が、前記光ファイバコイル（３０５、３１０、６６１）の前記
第１および第２の端部のうちの一方に入る、伝送するステップと、
　前記光ファイバコイル（３０５、３１０、６６１）の前記第１および第２の端部から前
記逆の伝播光ビームを受け取るステップと、
　前記受け取った逆の伝播光ビームを単一出力結合光学素子（３０２、４４２）へ誘導す
るステップと、
　前記２つの入力結合光学素子（３０１、３０３、４４１）と対称に整合された単一出力
結合光学素子（３０２、４４２）において、
　前記誘導された逆の伝播光ビームの大部分を、前記１つまたは２つの入力結合光学素子
（３０１、３０３、４４１）を介して前記光ファイバコイル（３０５、３１０、６６１）
へ誘導するステップと、
　前記誘導された逆の伝播光ビームの一部分を前記単一出力結合光学素子（３０２、４４
２）を通して少なくとも１つの光検出器（３１１、３１２）へ誘導するステップと、を含
む方法。
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